JSDA-ICMA 共催 コン ファ レン ス 
「 い か に 日 本 の 債券 市 場 が 持続 可能 な 社会 に 真 献 で きる か 」 
に お ける ゲス トス ピー チ (2021 年 11 月 12 日 ) 


金融 庁 長官 中 島 淳一 
1. は じ め に 
〇 た だ いま ご 紹介 いた だ きま し た 人 金融 庁 長官 の 中 島 で す 。 


日 本 証券 業 協会 (JSDA) と 国際 資本 市 場 協 会 (ICMA) に よる 年 次 
コン ファ レン ス の 開催 に 当たり 、 一 言 ご 挨拶 申し 上 げ ま す 。 ま ず 、 
森田 会 長 始 め 、 日 本 証券 業 協会 の 皆様 に は 常 日 頃 より 金融 行政 に 多 
大 な ご 協力 を いた だ き 、 こ の 場 を 借り て 感謝 申し 上 げ ま す 。 


〇 世界 が 持続 可能 な 社会 の 構築 に 向け て 能 を 切る 中 、 新た な 産業 ・ 
社会 構造 へ の 転換 を 促す 「 サ ステ ナブ ルフ ァ イ ナ ンス 」 の 重要 性 が 
一 層 高 まっ て お り ま す 。 

〇 また 、 サ ステ ナブ ルフ ァ イ ナ ンス は 世界 的 に 見 て 公 的 年 金 等 を 
主体 と し て 株 式 市 場 を 中 心 に 発展 し 、 最 近 で は 、 株 式 投資 に お ける 
ESG 投資 の 拡大 に 加え て 、 グ リー ン 、 ソ ー シ ャ ル 、 サス テ ナ ビ リ テ 
ィ ボ ンド を 含む ESG 関連 債 の 発行 額 も 増加 の 一 途 に あり ます 。 


2. COP 等 の 状況 に つい て 


〇 さら に 、 皆 さま ご 承知 の と お り 、 足 許 で も サス テ ナ ブ ルフ ァ イ ナ 
ンス に 関す る 国際 的 な 議論 が 大 きく 進ん で いま す 。 


〇 10 月 30、 31 日 に 開催 され た G20 首脳 会 合 で は 、 気候 及び 持続 可 
能 性 に 関す る 「620 サス テ ナ ブ ル ・ フ ァ イ ナ ンス ・ ロ ー ド マッ プ 」 


が 承認 され まし た 。 ロ ー ド マッ プ で は 、 市 場 、 開示 、 リ スク 管理 な 
ど 5 つの 分 野 で 、 規制 当局 ・ 国 際 機 関 ・ 民 間 セ クタ ー の 現在 及び 将 
来 に 向け た 作業 計画 が まとめ られ 、 こ の 中 で ICMA の 取組 み に も 言 
及 が な され て いま す 。ICMA に は 、 サ ステ ナブ ルフ ァ イ ナ ンス に 関 
する 実務 の 蓄積 と 市 場 環境 の 整備 に お ける 国際 的 な 意見 発信 に お 
いて 、 こ れ か ら も 一 層 の 役割 を 期待 し て お り ま す 。 


〇 また 、10 月 31 日 か ら 本 日 12 日 まで 、 COP26 (気候 変動 枠組 条約 
締約 国会 議 ) が 開催 され て いま す 。 今月 3 日 に は 、 気候 変動 問題 を 
克服 し て いく た め に は 公 的 及び 民間 金融 の 役割 が 重要 で ある と の 
観点 か ら 、「 フ ァ イ ナ ンス ・ デ イ 」 と し て 金融 に 焦点 を あて た 議論 

が 行わ れ ま し た 。 こ うし た 中 で 、 
IFRS 財団 が サス テ ナ ビ リティ 開示 の 基準 を 策定 する 国際 サス 


テ ナ ビ リティ 基準 審議 会 (ISSB: International Sustainability 
Standards Board) を 設置 する こと を 公表 し 、 


また 、2050 年 ネッ ト ゼ ロ に コミ ッ ト す る 民間 金融 機関 な ど が 
参加 する 有志 連合 の 「 ネ ッ ト ゼ ロ の た め の グ ラス ゴー 金融 連合 」 
(GFANZ: the Glasgow Financial Alliance for Net Zero) が 
進捗 報告 書 を 公表 し 、 途 上 国 へ の 民間 資金 動 貞 や 、 企 業 、 金 融 
機関 の トラ ンジ ショ ン 計 画 を 含む 7 つの 作業 部 会 の 活動 を 報告 
する 
な どの 動き が 見 られ まし た 。 日 本 で も 、 銀行 、 証券 会 社 、 生命 保険 
会 社 な ど が 、 こ うし た 動き に 呼応 し な が ら 、GFANZ 傘下 の ネッ ト ゼ 
ロ 有 志 連 合 へ の 参加 を 表明 し て いま す 。 
〇 今後 は 、2050 年 ネッ ト ゼ ロ に 向け 、IFRS 財団 の ISSB に よる サ 
ステ ナビ リティ 開示 基準 の 策定 な ど に 関す る 議論 が 具体 化し て い 
く ほ か 、 G20 の 首脳 宣言 に お いて も 言及 され て いる よう に 、 気 候 変 
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動 以外 に も 生物 多様 性 と いっ た より 広範 な 環境 間 題 ・ESG 課題 へ の 
関心 も る 高まっ て いく こと が 想定 され 、 金 融 庁 と し て は 、 引 き 続 き 国 
際 的 な 議論 に 積極 的 に 参加 し て いき た いと 考え て いま す 。 


3. 金融 店 に お ける カー ボン ニュ ー ト ラル へ の 取組 み 


〇 翻っ て 日 本 に 目 を 向け る と 、 日 本 に は 脱 炭 素 に 関し て 技術 力 の 
高い 企業 が あり 、 脱 炭素 社会 の 実現 に 向け て は 、 こ れ ら の 技術 力 が 
活用 され て いく と 考え られ ます 。 その 一 方 で 、 一 足 飛 び の 脱 炭 素 化 
が 難し い 産 業 も あり ます 。 そう し た 産業 も 含め 、 最 終 的 に カー ボン 
ニュ ー ト ラル を 実現 する こと が 重要 で あり 、 そ こ に 向け て は トラ 
ンジ ショ ン (移行 ) の 取組 み が 必 要 に な り ま す 。 こう し た 取組 み を 
適切 に 評価 する 環境 を 整備 し 、 世 界 の 環境 投資 資金 を 国内 に 呼び 
込ん で いき た いと 考え て いま す 。 


〇 この た め 、 金 融 庁 で は 、 昨年 12 月 に 、 企業 、 投資 家 、 金融 機関 、 

証券 会 社 、 学者 、 関係 省庁 な ど 、 様々 な 関係 者 か ら 構 成 さ れる 有 識 
者 会 議 を 設置 し 、 日 本 と し て の サス テ ナ ブ ルフ ァ イ ナ ンス の 対応 
の 方 向 性 に つい て 、 幅 広く ご 議論 を いた だ いて お り ま す 。 こ の 有 識 
者 会 議 は 、 本 年 6 月 に 報告 書 を 公表 し 、 現在 、 そ の 提言 に 沿っ て 取 
組み を 進め て いま す 。 


〇 まず 、「 企 業 情報 開示 の 充実 」 に つい て は 、 本 年 6 月 に 改訂 し た 
コー ポレ ー ト ガバ ナン ス ・ コ ー ド を 踏ま え 、 来 年 4 月 に 開始 され る 
東証 プラ イム 市 場 の 上 場 企業 に 対し 、TCFD 等 に 基づく 気候 変動 開 
示 の 質 と 量 の 充実 を 促し て いく ほか 、 本 年 9 月 より 、 人 金融 審議 会 で 、 
企業 の サス テ ナ ビ リティ に 関す る 適切 な 開示 の あり 方 を 検討 し て 


いま す 。 


〇 次 に 「 市 場 機能 の 発揮 」 に つい て は 、9 月 22 日 に 再開 し た 有 識 
会 議 に お いて 、 グ リー ン ボ ンド や トラ ンジ ショ ン ボ ンド な どの 
ESG 関連 債 に 関す る 情報 プラ ッ ト フ ォ ー ム 、 あ る い は 認証 枠組 み に 
つい て 議論 を 行い 、 現 在 、 日 本 取引 所 グル ー プ の 実務 者 検討 会 議 に 
お いて 、 具 体 化 に 向け た 検討 を 進め て いま す 。 


〇 また 、 金 融 庁 で は 、 本 年 3 月 か ら 6 月 にかけて 行わ れ た ソー シャ 
ル ボ ンド 検討 会 議 で の 議論 を 踏ま そえ て 、 10 月 26 日 、 ソ ー シ ャ ル ボ 
ンド ガイ ドラ イン を 公表 し まし た 。 こ の ガイ ドラ イン は 、ICMA ソ 
ー シ ャ ル ボ ンド 原則 と の 整合 性 に 配慮 し つつ 、 発行 体 、 投資 家 、 そ 
の 他 の 市 場 関係 者 の 実務 担当 者 が ソー シャ ル ボ ンド に 関す る 具体 
的 対応 を 検討 する 際 に 参考 と な る よう 、 国 内 に お ける 実務 的 な ガ 
イド ライ ン を 策定 し た も の で す 。 今後 は 、 関 係 省 庁 等 と 連携 し つつ 、 
ソー シャ ルプ ロジ ェクト が も た ら す 社会 的 な 効果 に 係る 指標 を 具 
体 的 に 例示 する 文書 の 策定 を 検討 し て いき ます 。 


〇 さら に 金融 機関 の 機能 発揮 」 に つい て は 、 世界 で 脱 炭素 化 の 動 
き が 加速 する 中 で 、 銀 行 な ど の 金融 機関 に お いて 顧客 企業 と の 間 
で 積極 的 に 対話 を 進め 、 企 業 の 気候 変動 対応 や 新た な 機会 の 創出 
に 頁 献 し て いく な ど 投 融資 先 支援 を 進め て いく こと が 重要 と 考え 
て いま す 。 ま た 、 金融 機関 の 業務 規模 ・ 特 性 に 応じ て 、 気候 変動 リ 
スク の 的 確 な 管理 を 行う こと も 課題 で す 。 


〇 金融 庁 で は 、 こ うし た 人 金融 機関 の 気候 変動 に 係る 取組 み を 促す 
よう 、 金 融 機関 と も 丁寧 に 議論 し な が ら 、 今 年 度 中 を 目途 に 、 投 融 


資 先 支援 や 気候 変動 リス ク の 管理 に 係る 監督 上 の ガイ ダン ス の 策 
定 を 進め て まい り ま す 。 


4. 結び 

〇 最後 に 、 こ れ ら の 取組 み に よ り 、 日 本 に お いて グリ ー ン ボン ド な 
どの 取引 が 活発 に 行わ れる 「 グ リー ン 国 際 人 金融 セ ンタ ー」 を 実現 し 、 
世界 ・ ア ジア に お ける 脱 炭 素 化 、 ひ いて は 持続 可能 な 社会 の 構築 に 
向け た 投 融 資 の 活性 化 に 寄与 し て いき た いと 考え て いま す 。 





〇 本 日 、 コ ン フ ァ レ ンス に ご 出席 の 市 場 関 係 者 の 皆様 が 、 今 後 も 、 
持続 可能 な 社会 の 形成 に 大 きく 貢献 し て いく こと を 期待 いた し ま 
し て 、 私 か ら の 挨拶 と させ て いた だ きま す 。 
あり が と う ご ざ いま し た 。 
(以上 ) 


